
お 願 い

館名の由来
中国の古典、『荀子』勧学篇の「君子は居るに必ず郷を
擇び、遊ぶに必ず士に就く」から「遊」「就」を撰んだ
ものです。英霊のご遺徳にふれ、学んでほしい、という
願いがこめられています。

英霊の「みこころ」と
「ご事蹟」を知る

じ せ き

ご　さい　じん い　とく たっと

遊就館は、御祭神の遺徳を尊び、古来からの武人
の足蹟を展示する博物館として明治15年（1882）
に開館しました。大東亜戦争終戦により閉館となり
ましたが、昭和61年（1986）、展示内容を充実させて
再開。現在は、靖國神社に祀られている幕末維新
から大東亜戦争の英霊の史資料を始め、美術品、
武具甲冑、刀剣類など約10万点を収蔵しています。
常設展示品は約2,500点あり、国の為に生命を
捧げた英霊のご遺品やお手紙などから、英霊の
「みこころ」や足蹟にふれることができ、日本の近代
の歴史を学ぶことができます。

じゅんしかんがくへん くんし お

えら あそ

いとく

かなら し つ

かなら

遊就館本館
大正12年（1923）の関東大震災でレンガ造りの初代
遊就館は損壊し、昭和6年（1931）に2代目となる現在
の建物が竣工、翌7年（1932）に開館。正面の大額は
閑院宮載仁親王の御染筆。
かんいんのみやことひとしんのう ごせんぴつ

きょう

館内では携帯電話をマナーモードに設定してください。
展示室での通話はご遠慮ください。

展示室は撮影禁止です。（玄関ホール、大展示室は除く）

展示品及び展示ケースには触らないでください。

【表紙の写真】 特別陳列室の天井のステンドグラス

外部ガイドによる展示案内は禁止です。
館内ではしずかにお過ごしください。

展示室での飲食はご遠慮ください。〒102-8246 東京都千代田区九段北3-1-1
電話.03-32 61- 8326　FAX.0 3-326 1- 0996

玄関ホール施設のご案内

［拝観料］
大　　　人／1,000円
大　学　生／　500円
高校・中学生／　300円
小　学　生／　無　料
※20名以上の団体は2割引になります。
※正式参拝（本殿内での参拝）をされた方は
　特別割引になります。
※障碍者手帳掲示により、
　介護者1名まで拝観無料になります。
※車イスのご利用は１F受付で
　お申し込みください。

［開館時間］
9：00～16：30
※入館は閉館の
　30分前まで

［休館日］
年中無休
※6月末・12月末に
　数日間の臨時休館日が
　あります。

https://www.yasukuni.or.jp/
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参拝の記念品や
お土産品、靖國
グッズを始め、靖
國神社関連書籍
などをとりそろえ
ています。

Ｊ　Ｒ ●中央・総武線各駅停車…………………………「飯田橋駅」 「市ヶ谷駅」より各徒歩約10分
地下鉄 ●東西線/半蔵門線/都営新宿線 ………………「九段下駅」より徒歩約5分
 ●東西線/有楽町線/南北線/都営大江戸線 ……「飯田橋駅」より徒歩約10分
 ●有楽町線/南北線/都営新宿線 ………………「市ヶ谷駅」より徒歩約10分
バ　ス ●九段下～高田馬場系統「九段上停留所」より徒歩約1分

交通のご案内

遊就館拝観のご案内
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日本武道館

売店・ミュージアムショップ 」結「 寮茶
さりょう ゆい

喫茶や甘味品、
また「海軍カレー」
「海軍コーヒー」
「古代米のちまき」
など限定メニュー
の軽食も用意して
います。

館内のご案内
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武人のこころ
もののふ

功績のあった陸・海軍大将が賜った元帥
刀や、国を護った武人の「こころ」を詠ん
だ和歌を展示

とう

げんすいたまわ

まも

大東亜戦争 １
だい とう あ せん そう

第二次世界大戦直前の世界情勢、戦争を
避けるための日米交渉から大東亜戦争
開戦の経緯を解説
映像「支那事変全線総攻撃」を上映
（38分）

大東亜戦争 4

大東亜戦争 2
ハワイ真珠湾の奇襲作戦成功を告げた
電文「トラ・トラ・トラ」の展示や日本軍の
進攻作戦についてを展示

大東亜戦争 3

遺影パネル

西南戦争
せいなん せん そう

明治政府の施策に対し、士族の不満を
背景に勃発した神風連の乱や西南戦争
などの史資料を展示

し さく

ぼっぱつ しんぷうれん

日清戦争
にっ しん せん そう

日清戦争前後に関わる、海軍に奉納され
た毛綱やラッパ手木口小平命の絵画を
展示

け づな き ぐち こへいのみこと

硫黄島指揮官である栗林大将や、戦艦
「大和」の有賀艦長のご遺品、県民一体
の沖縄作戦についてを展示

ある が

靖國の神々１
ーみこころに出会うー
「奇跡の椰子の実」の展示から始まる、
英霊の「みこころ」に出会う展示室、特攻
隊員や女性軍属のご遺品を展示

靖國の神々2 靖國の神々3
ー英霊と家族の想いにふれるー
英霊の家族を思う気持ち、ご遺族の英霊
への尽きぬ思いにふれるご遺品などを
展示

靖國神社に祀られる御祭神
約246万余柱のうち、ご遺族
より奉納された約1万柱のご
遺影を展示しております。
※現在は受付を終了しました

大東亜戦争 5
やすくに　　　かみ がみ

終戦の関連史料や、樺太の九人の乙女
（電話交換手）や占守島の池田連隊長、
シベリア抑留・昭和殉難者を展示

からふと

しゅむしゅとう

しょうわじゅんなんしゃ

日露戦争時の海の軍神 廣瀬武夫命や、
陸の軍神 橘周太命を始め、第一次世界
大戦の出兵や満洲事変などの展示

ぐんしん ひろ せ たけおのみこと

たちばなしゅうたのみこと

日露戦争パノラマ館
にち ろ せん そう

日清戦争後の状況や日露戦争開戦から
日本海海戦までの戦況を映像で解説
（12分）

日露戦争から満洲事変
にち ろ せん そう まんしゅうじ へん

戦歿者の御霊を本殿に合祀する戦前の
招魂式のラジオ放送を再現（14分）
合祀にかかわる御羽車や合祀者名簿を
展示

せんぼつしゃ みたま ごう し

しょうこんしき

お は ぐるま

招魂斎庭
しょうこん さい てい

支那事変やノモンハン事件などの経緯に
ついて解説
飛行隊長南郷茂章命や戦車長西住小次
郎命のご遺品を展示

なんごうもちふみのみこと にしずみ こ　じ

ろうのみこと

支那事変
し な じ へん

靖國神社の創祀
やす くに じん じゃ　　　そう し

靖國神社御創立までの殉難者の慰霊を
解説
本殿の大屋根部材などを展示

日本の武の歴史
ぶ　　　 れき し

収蔵する古代から江戸時代までの刀剣、
武具甲冑を展示し、各時代の武人を紹介
ぶ　ぐかっちゅう

明治維新
めい じ い しん

日本の近代国家の始まりである幕末から
戊辰戦争に関する史資料を展示

ばくまつ

ぼ しんせんそう

艦上爆撃機「彗星」、人間魚雷「回天」、
ロケット特攻機「桜花」、サイパンで発掘
された「九七式中戦車」、戦跡収集品
などを英霊のご遺品として展示

かんじょうばくげき き すいせい かいてん

おう か

せんせき
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収蔵の武具・美術品の展示や
英霊の足跡を解説する特別展
を開催
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大展示室

皇室から賜った御神宝や皇族ゆかりの
品々を展示
皇室と靖國神社とのつながりを解説

特別陳列室
とく べつ ちん れつしつ

企画
展示室

ミッドウェー海戦の山口多聞中将や、フィ
リピン作戦の戦艦「武蔵」猪口艦長、特攻
作戦についてを展示

いのぐち

ー言乃葉に向き合うー
祖国を護るため、命を賭した英霊の最期
の想いがつづられたお手紙やご遺書を
じっくり読める展示室

こと の　は

と



展示品のご紹介
※遺品、史資料保護の為、展示内容が予告なく変更になる場合がありますので、ご了承ください。

元帥刀
げんすい とう「元帥」とは、特に勲功のあった陸軍・

海軍の大将へ与えられる称号で、
この刀が下賜された。 

くんこう

か　し

本小札紅糸威大鎧
ほん こ ざねくれないいとおどしおおよろい

江戸時代後期の染色、漆工、金工の粋
を尽くした豪壮華麗の作。肥前福江藩
の五島家伝来の復古調大鎧。

錦の御旗
にしき　　　み はた

戊辰戦争の時に官軍
の象徴として使用さ
れた。

井関千仭命の軍服
い せき せん じんのみこと

井関大尉は、西南戦争・田原坂
の戦いにて戦傷死した。

種田政明命の軍服
たね だ まさあきのみこと

き ぐち こ へい　　さし え

熊本鎮台司令長官の種田
少将は、神風連の決起により
殺害された。

本殿大屋根

「木口小平」挿絵原画

脇差
伝 庖丁正宗
でん　ほうちょうまさ むね

刀と拵と合わせて、令和６年に特別重要刀剣に指定された。刀身
には倶利伽羅の彫刻、拵は梅の立樹の金蒔絵が施されている。

こしらえ

立山英夫命が
母にあてた遺書（複製）

たてやま ひで おのみことすぎ　の　へいそうちょう

ひろ　せ ちゅう さ

血まみれの軍服の内ポケットに
あった母の写真の裏面に、母を想い
書かれた長歌。

死んでもラッパを口から離さなかったという、
ラッパ手・木口小平命の逸話を描いたもの。
（寺崎廣業画）

廣瀬中佐と
杉野兵曹長の像
旅順港閉塞作戦で、沈みゆく
船に杉野兵曹長を探しに行
き戦死した、部下思いの廣瀬
中佐を称えて作られた像。

昭和大修築時に一部保存
された、本殿の屋根・千木・
鰹木。

ち　ぎ

かつおぎ

トラ・トラ・トラの電文
でん ぶん

ハワイ真珠湾の奇襲作戦で、
第一次攻撃隊が作戦成功を
知らせた電文。

猪口艦長の
メカニカルペンシル

いのぐち かんちょう

沈みゆく戦艦「武蔵」で、猪口艦長が手帳
に遺書を書き、部下に託した筆記具。

須賀芳宗命の遺書と鏡箱
す が よしむねのみこと かがみばこ

海軍入隊時に母から贈られた鏡を
抱いて、神風特別攻撃隊として沖縄へ
出撃した須賀大尉のご遺品。

花嫁人形
はな よめ にんぎょう

き　せき

や　 し 独身のまま戦歿したわが
子に、母から靖國神社の
神前に捧げられた人形。

奇跡の
椰子の実
フィリピンから流され、31年後に郷里に
流れつき、妻の手元に届いた椰子の実。

東條英機元首相以下
25名の署名入り日章旗

とうじょうひで き

にっしょう き

巣鴨拘置所の看守の米兵が、東
京裁判の被告に署名をお願いした
ところ、全員の名前が記載され返された日章旗。

野中五郎命の茶道具
の なか ご ろうのみこと さ どう ぐ

海軍神雷部隊の野中大佐が特攻
攻撃前に使用した茶道具一式。

ロケット特攻機「桜花」、
艦上爆撃機「彗星」

とっ こう き　　おう か

かんじょうばく げき き　　すい せい

特攻に使われた航空機。

人間魚雷「回天」
にん げん ぎょ らい　 かい てん

乗員が操縦して敵艦に体当たり攻撃する
特攻兵器。若い海軍士官らが着想、懇願
し、制式兵器として採用され、100余名の
若者が身を挺して祖国を守るために突撃
した。

C56形31号
機関車

がた　　　ごう

き　かん しゃ

大東亜戦争中、タイとビルマを結ぶ「泰緬鉄道」で
活躍した国産の蒸気機関車。戦後はタイ国有鉄道
で使われ、地域開発に活躍した。

零式艦上戦闘機
れい しき かんじょうせん とう き

支那事変から大東亜戦争を通じて使用された海軍の
主力戦闘機。制式採用された年が皇紀2600年（昭和
15年）のため、「零式」と名付けられた。俊敏さや航続
距離の長さなど、性能の高い戦闘機だった。
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